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市議会からのご案内

議会豆辞典

議会で

テレビで

ネットで

８月臨時会・９月定例会日程
開会は午前10時からです

9月定例会の一般質問が放送されます

市議会を見てみよう！

知立市議会 検索検索

知立市マスコットキャラクター
「ちりゅっぴ」

　言葉は何のためにあるのでしょうか？少し前の新聞掲載に「犬山市お役所
言葉追放中」との記事がありました。全職員に言い換え例を手引き。例えば
一つの文章に否定の言葉が二つある「市内に住所を有する人以外の人は利用
できません」という文章は「市内に住む人だけが利用できます」というよう
に、伝わる文書として改善に取り組んでいく内容でした。公文書作成など難
しい点もあるのでしょうが、市民に伝えたいという視点が必要と感じました。
今回の市議会だより110号は、改選前の委員で編集した最後の号となりまし
た。市民の皆様に私たち議員の思いが、文字としての言葉が伝わったでしょ
うか。「まだまだ、、」とのお声も聞こえてきますが、改選後、新しい体制
での議会から、よりレベルアップした市議会だよりをお届けできるよう全力
をあげてまいります。

編 後集 記

《第1部》９月定例会の報告　
　　　　  ①企画文教委員会  ②市民福祉委員会  ③建設水道委員会
《第2部》市民との意見交換（質疑応答、自由討議）
※新型コロナウィルス感染症の影響により、やむを得ず変更や中止となる場合があります。
　開催の可否や開催方法については下記お問い合わせ先またはホームページにてご確認ください。
　また、お問い合わせ先は、議会事務局議事課庶務係TEL：95-0137となります。

令和4年11月5日（土） 午後1時30分～3時30分
スギ薬局知立福祉アリーナ 地下1階 会議室（オンライン同時開催）

第40回 議会報告会 〜市民との意見交換会〜 開催
日 時
会 場
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8月臨時会

議案説明会
（午前9時） 議会運営委員会

本会議
（開会・提案説明）

本会議
（質疑）

本会議（質疑）
予算・決算委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

企画文教委員会
予算・決算分科会

市民福祉委員会
予算・決算分科会

建設水道委員会
予算・決算分科会

予算・決算委員会
（予備日）

予算・決算委員会
議会運営委員会

本会議
（討論・採決・閉会）

9月20日（9月14日の質問）
9月21日（9月15日の質問）
9月22日（9月16日の質問）

キャッチキャッチ
112CH112CH

※放送日程はキャッチHPでご確認ください

【放映チャンネル】
デジタル112CH

（地上デジタル11CH 
　のサブチャンネル）

各常任委員会の取り組み

各常任委員会からの政策提言

（１）これからの公園づくりに向けて、知立市の公園の在り方を
　  再検討。
　　①緑の基本計画の見直しによる、インクルーシブ概念の折込み
　　②先進事例の調査、研究結果の折込み
　　③専門的知識の助言、多角的な視点の折込み
（２）民間活力を固化的に活用した公園の整備、管理運営方法の
　　検討（Park-PFI:公募設置管理制度）　
（３）大規模災害に備えた、防災機能を強化した公園の検討。

　知立市議会では、議会改革の一環として常任委員会からの政策提言を目指した取り組みを
行ってきました。各常任委員会において所管する事項に関して年間テーマを設定し、調査、研究
を重ね、委員会としての提言書にまとめ市長に提出するものです。

　知立市多文化共生に関する市民意識調査の結果から、日本人、外国人市民共に多文化共
生という言葉の認識、理解度は低くまた、交流拠点であるもやいこハウスの知名度も低い
状況。全ての人が暮らし易い多文化共生社会づくりに向けての相互理解を深めることが課題
としてあげられる。

　ごみ減量や美しいまちづくりに取り組んでいるが、リサイクル率は横ばいの状況である。最
終処分場の維持や管理についても、見過ごすことのできない課題であり、ごみ減量の重要性
を再認識していただき、循環型社会に向けた取り組みを強化していく必要性があると考える。

　知立駅周辺整備事業における公園整備、および今後計画せれる土地区画整理事業内での
都市公園の造成見込みなどから、障がいの有無、国籍などに関わらず子ども達、誰もが一緒
に遊べる公園づくりが求められる。そこで、委員会として近年広まりつつある「インクルーシブ
公園」について調査、研究し政策提言をするもの。

研究テーマ「多文化共生への取り組み」について

（１）交流事業を行う、NPOやボランティア団体への支援充実と
　  多文化共生意識の醸成。
（２）生活習慣や文化の理解、日本語習得機会の充実。

企画文教委員会

研究テーマ「循環型社会に向けた取り組み」について市民福祉委員会

研究テーマ「インクルーシブな未来の公園づくりに向けて」建設水道委員会

東京都豊島区キッズパーク

飯田市オンライン視察

名古屋市視察

東京都渋谷区恵比寿南2号公園

各委員会の政策提言の詳細については、市議会ホームページをご覧下さい。

（１）あらたなリサイクル（古布回収、雑紙回収など）を実施し、リ
サイクル率の向上を目指し、資源循環施策の推進を図ること。

（２）クリーンサンデーなどの美化活動や清掃活動の推進をあら
ためて図ると共に、各世代をターゲットにした循環型社会に
向けた啓発に取り組むこと。

（３）あらたな最終処分場の確保や広域化も含めた取り組みの必
要性などについて、市民、近隣市と認識を共有すること。

　議会の自律権に基づき、議会の紀律と品位
を保持するために、議会の秩序を乱した議員
に対して議会が科す制裁のことをいう。議会
対議員という特殊な身分関係の秩序を維持す
るために科せられる制裁である点で刑罰と異
なり公務員の懲戒とその性質を同じくする。
したがって、議会が懲罰を科すことができる
のは、現に議員である者に限られ、議員の身
分を有しない者、議員の身分を失った者に対
しては、懲罰を科すことはできない。任期満
了、解散、辞職等によって、いったん議員の
身分を失った後、選挙に当選し再び議員にな
ったとしても、その前任期中の言動に対して
懲罰を科すことはできない。また議員以外の
長その他職員や傍聴人に懲罰を科すことがで
きないのは当然である。自治法は、懲罰の要
件、種類等についての規定をおくとともに、
懲罰に関し必要な事項は、会議規則中に定め
ることとしている。（自治法134Ⅱ）

（参考文献　地方議会運営事典）
　※知立市議会会議規則
　　第６章　懲罰　第153条 ～ 第158条に
　　定められている

懲　罰


